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序章

最近、モルジブのバア環礁でマンタ100匹の群れが超話題になっている。

実はパラオのある場所でも、100匹ほどでは無いがその場所を埋め尽くすくらいの

マンタが見られるという情報が以前からしばしば伝えられていた。

50匹のマンタが群れて捕食を行なうその現場を押えるべく、

急遽、デイドリームパラオとともに、リサーチを開始した。さて、その結果やいかに！
Photo&Text Takaji Ochi   Special Thanks Day Dream Palau   Design Sana☆
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それは、急なロケ

スケジュール変更の知らせだった。

当初パラオの南にあるソンソロールへのロケ

の予定が、乗船するはずだったクルーズ船、

龍馬が故障して取材中止。僕はその時点で

今回のロケは無くなるものと思っていた。

　それが、ソンソロールの代わりにコロール

に滞在して、ある物を狙ってのリサーチダイビ

ングのロケを行って欲しいという依頼を改め

て受けたのは、出発の数日前の事だった。

　デイドリームパラオ、ペリリューステーション

でのWEB-LUEロケは、過去に何回も経験し

ていたから、パラオという海でリサーチダイビ

ングに、満月であるか新月であるかなどの潮

汐の関係がいかに重要であるかは理解して

いた。それにシーズンも大きく左右する。

今回のリサーチでテーマにしている狙い

が、はたして取材期間中に撮影可能

なのかどうか、潮汐表を見ながら、自分は少

しその事が気になっていた。

　特にデイドリームがWEB-LUEでの取材を依

頼して来る場合、ほとんどのダイバーが知っ

ているから、定番のブルーコーナーは取材し

なくても良いというスタンス。だから、パラオに

は近年、相当数足を運んでいながら、ブルー

コーナーでのダイビング本数は異常な程に少

ない（本当はたまには潜ってみたいんだけど）。

　以前、ダイビング雑誌でパラオ取材に訪れ

ていた頃は、「ジャーマンでマンタを撮影して、

ブルーコーナーさえ潜れれば、取材は終わっ

たも同然」くらいに、取材する側、取材され

る側からしても、ある意味とても楽な海だった

わけだ。

　しかし、今回は、現地ガイドが思案して取

材スケジュールを決めたわけでなく、言うなれ

ば代替えの取材。果たして、そのような条件

で、望んでいたものが撮影できるのか。

取材の担当をしてくれたのは、数年間、

デイドリームペリリューステーションでメ

インガイドを務めてきた、遠藤学さん。何度も

訪れたペリリューという海で、お互いに信頼し

合いながら、取材を続けてきた仲だ。2010年

にペリリューからコロールに戻り、今はマネー

ジャーとしてコロールを取り仕切っている。

　パラオに到着早々、その遠藤さんに「ブ

ルーコーナーはどうする？」と尋ねると、「い

や、“今回も”、潜るのやめましょう」との返事。

「ブルーコーナー」を潜らない事で、取材に

緊張感を与える。自分に気合いを入れる。そ

んな意味合いも含まれていたのかもしれない。

取材予
定変更

！

01/単体で無く、群れを狙っての
リサーチ開始！

02/パラオノースサイドのサンゴは
健在

03/新艇でリサーチへ向かう

滞在中の10日間、
コンディションは
最高だった
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03
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「狙いは北です。北のマンタの群れ。

多いときは50匹くらいの目撃例も

あります。でも、正直時期が悪いんですよね。

本当は3月とか4月の方が確率が高い」そう話

していたのは10月後半の事。

　その日から、僕らは潮の状況を頼りに、北

でのリサーチを続けた。しかし、マンタの「群

れ」どころか、マンタ1匹遭遇することも無く、

1日、1日と時間は過ぎていった。（やはり3、4

月の方が良かったのかもしれない）そういう思

いが、潜っている間中、何度も頭をよぎった。

　ほとんど、同じポイントで潜り続けると言っ

ても、もちろん潮の状況を考えてエントリーす

るので、その一番良いタイミングになるまで

は、別のポイントに潜り時間調整をした。北

への移動途中、2日間ほど、300匹はいるだ

ろうカズハゴンドウの群れに遭遇してスキンダ

イビングで撮影したり、何故か、マンタと

オルネートイーグルレイ

を除くパラオで

見られるかなりの種類のエイを撮影したり、予

想外の場所でシルバーチップシャークやブル

シャークに遭遇したこともあった。一見大物

運に恵まれているようでいても、狙いのもの

がみつからなければ、正直あまり嬉しくは無い。

しかし、考えようによっては、自分が撮影

に訪れる時には、現地のガイドが相当

にリサーチデータを蓄積して、ある程度メドが

立った後の事。そういう意味では、今回はそ

のデータ蓄積の途中段階に訪れたと考える

べきで、より確実性を増すためには必要な事

だ。つまり、「会えない事もデータの蓄積であ

る」ということ。失敗を繰り返しながら、新た

なポイント開拓はより確実なものとして、完成

されているということだ。

出ない
事も一

つのデ
ータの

蓄積
01/海の様子を伺う遠藤さん

02/マダラエイ

外洋で二度も遭遇した
300頭ものカズハゴンド
ウの群れ

003というマンタ狙いのポイントでも、シルバーチップを目撃

01 02

http://web-lue.com
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なかなか北での成果が得られないある日、

「今日は午後からジャーマンチャネル

に行きましょう」と遠藤さんが口にした。今回

のリサーチダイブには、実は2名のゲストが飛

び入り参加していた。諦めたわけではないが、

何も出ないポイントを延々繰り返し潜るわけに

もいかないと考えてのことだろう。このままで

は記事的にも絵がまったくなくて、ストーリー

を作れるのかが気になってきたところでもあっ

た。弱気になり、「ブルーコーナー潜っとく？」

と聞いてしまった事もあった。正直、当たりが

無い日が続き、写真がまったく撮れないで潜

り続けることによる精神的疲労の蓄積具合

も相当なものだった。

この日は、ある程度押えられるものを押え

る。そんな感じで東のマンタポイント、ス

タジアム（デイドリームが使用するオリジナル

ポイント）や、浅瀬に群生するサンゴの美しい

ポイントでの素潜り撮影などを行い、午後上

げ潮の頃合いを見てジャーマンチャネルに移

動した。

　一時、このジャーマンチャネルでのマンタ

ウォッチングのルールが厳しくなっていて、中

層に出てマンタを探す事もできない状態だっ

たので「撮影には向かない」と諦めていたの

だけど、最近は少し規制が弛み、中層に出

ることがまたOKになったと聞かされた。

　1本目、上げ始めの時間で、他のサービス

も多くエントリーしていた。最後の最後になっ

て1匹のマンタが中層を外に向かって移動し

ていくのに遭遇し、とりあえず、マンタの写真

を撮影できた。

他のサービスがほとんど引き上げてし

まった2本目。水面付近には、クマ

ザサハナムロ、マダラタルミ、ミナミイスズミ

が密集して捕食を繰り返していた。この激し

い捕食シーンだけでも物凄い状態

だ。自分は前 か々ら捕食

中の魚たちの写真を撮るのが好きだったので、

皆が移動を開始してもその捕食に未練があ

り、目を離さずに深度を浅く取って移動をしよ

うとした。その矢先、2匹のマンタの姿が！  僕

は皆から見えなくなることを承知で浮上を始

め、マンタの姿を追った。またあの捕食シー

ンの前に出ると、3匹、4匹 ,5匹、6匹、7匹！

マンタたちが、列をなして、魚たちの群れに向

かって来ては、捕食を繰り返し始めた。

いつの間にか、遠藤さんたちも、その下

で撮影を行なっていた。僕は今まで撮

影できなかった鬱憤を晴らすかのように、エア

が切れるまで撮影を続けたのだった。この日

良い写真が撮れたことは、マッサージに行くよ

りも、疲労回復に効果があった。

押えの
撮影で

マンタ7
匹の捕

食

01/隊列を組んで、補食に向かうマンタ

02/船上からでも見える浅瀬を泳ぐマンタの影

03/マダラタルミの群れの周囲を旋回するマンタ

04/ダイバーの存在を無視するかのように旋回
を続けた

01

02

03

04

http://web-lue.com
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水面付近ではクマザサハナムロ、

マダラタルミ、ミナミイスズミが密集して、

激しい捕食シーンを繰り広げていた。

http://web-lue.com
http://daydream.to/palau/
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記事を読んでいると、なんだか何にも見

れていないように感じてしまう人もいる

かもしれないが、実際にはかなり色 な々ものを

目撃している。今回のロケでどれだけのもの

が見れていたかを少し列記してみたいと思う。

　009というポイントでは、ブルシャーク（この

時はフィッシュアイしか持っていなくて、撮影

できなかった）、カンムリブダイ、オオメカマ

ス、ブラックフィンバラクーダ、マダラタルミの

群れなど。ブルーホールと呼んでいる、水深

50mに横穴の空いたケーブ（どちらかと

言うとアーチ？）も撮影

した。

　

ジャーマンでの補食狙

いの前に潜ったポイントのスタジアムで

は、ヨスジフエダイの群れ、ゲロンアウトサイ

ドでホウセキキントキやインドオキアジの群れ。

ゲロンインサイドでは、浅瀬のサンゴを撮影。

　ジャーマンチャネルでは、マダラタルミ、ミナ

ミイスズミの補食、ギンガメアジの群れ、そし

てマンタの補食。

　ナビゲーターコーナー（デイドリームのオリ

ジナルポイント）では、クレバス状の面白い地

形と、グレーリーフシャークの群れ。

　サンケンブリッジというポイントでは、地形。

そして、デイドリームが003と呼んでいるマンタ

ポイントでは、ツムブリ、オオメカマス、ブラッ

クフィンバラクーダ、インドオキアジ、ウメイロ

モドキなどの群れやシルバーチップシャーク。

遭遇したエイの名前を揚げると、

ロングテール

それで
も、ちゃ

んと見
れてる群

れや大
物たち

スティングレイ、ツカエ

イ、ホワイトテールウィップレイ、ポーキュ

パインレイ、マダラエイ、マダラトビエイそして

マンタと、オルネートイーグルレイ以外はパラ

オで見れるエイは全部目撃した。

　外洋の移動途中には、カズハゴンドウ300

匹の群れ、ハシナガイルカの群れなどなど。こ

うして列記すると、かなり見れている。リサー

チとは言いながらも、遠藤さんがさりげなく、

撮影や参加したゲストに配慮したポイント選

択をしてくれている事が伺える。

01/スタジアムのヨスジフエダイの群れ

02/003で見た、バラクーダの群れ

03/同じく003で群れていた、ウメイロモドキの群れ

04/ゲロンアウトサイドのホウセキキントキの群れ

05/海底にうずくまる、ポーキュパインレイ。
003にて

06/ゲロンインサイドのサンゴもリサーチ

07/ホワイトテールウィップレイ

01

02

03

04

05 06 07
サンケンブリッジを潜りな
がら上げ潮を待つ

009の水深50mのブルーホールにも潜った

http://web-lue.com
http://daydream.to/palau/
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ジャーマンでマンタの補食に遭遇したそ

の翌日、この勢いに乗って、北のマン

タを！と再度チャレンジしたが、結局北では、

最後まで1匹もマンタを見ることができなかっ

た。しかし、「あまり確実に見えない方が良い

のかもしれないですね」と遠藤さん。この発言

は当然、そういう環境を保護していくという意

味が含まれている。

最終日には、外洋、水深2000mや

3000m の海 域

にパラオ政府によって設置されたというパヤ

オ（漁業用の浮き魚礁）の下を潜るという企

画にチャレンジした。シイラやバショウカジキ、

外洋性のサメなどを期待したが、今回見れた

のは、アミモンガラの群れ、外洋性のマツダ

イ、まだ小振りだが、シルキーシャーク

など。素潜りでの撮

影ではあったけど、この抜けるような透明度

が何とも言えず、爽快だった。

外洋の
パヤオ

（浮き
魚礁）
下に群

れる魚
たちを狙

う

外洋性のシルキーシャークに遭遇

外洋でのリサーチは、日の出
前からスタートした

02/ 外洋性のアミモンガラの
若魚の群れ

03/ 見上げると、太陽光がま
ぶしかった

04/外洋性のマツダイにも遭遇

05/島も遠くに見える

06/ハシナガイルカが何度も
ジャンプを披露してくれた

02

03 04 05

06
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「パラオマンタリサーチ序章！」と書い

たからには、「本編！」に続かなく

ては話にならない。100%撮影ができる保証も

無いのに、すでにこんな事を書くと、イッテQ

で、釣り上げられもしないカジキを「釣り上げ

てくるぞ～！」とタレントが番宣し、有名な回転

鮨屋さんが、その鮨ネタを食べられるかのよう

な宣伝をして、結局釣り上げられないで他人

が釣ったものでお茶を濁すような事になりか

ねない。しかし、それも実はお店の宣伝には

なっているわけだけど。

　まあ、それも有りか……、いやいや、宣言

することで、逃げ道を自ら閉ざす事も時には、

重要。そういう思いで、次回、2012年4月に

リベンジ取材を行なうことに決定した。この

取材、若干の一般ダイバー参加者の募集も

行なう予定。詳しくはデイドリーム・パラオの

遠藤さんまで。

しかし、リサーチ取材は、上記したような

退屈さが伴う可能性も覚悟した上で参

加してもらえればと思う。

現在、パラオ屈指のリサーチ力を誇る日

系ダイビングサービス。豪華ダイビング

クルーズ船、龍馬を擁する。また、サイパン、

グアム、そしてペリリューにも支店を持つ。

マネージャーの遠藤学さん他、パラオガイド歴

の長いスタッフが、ワイドからマクロまで、確

実に見せてくれる的確なガイディングは、過

去に蓄積された数々のリサーチデータの賜

物。そのデータは、時に一発狙いの大物ま

で、遭遇確率を上げてくれる。　

もちろん、ビギナーや体験ダイビングも大

歓迎！  2010年11月に就航した新型ス

ピードボートDayDreamⅥは、全長12.7m、全

幅3.3m、定員、ゲスト定員18名。トイレ、シャ

ワー付きで、より早く、より快適にパラオでの

ダイビングを提供してくれる。

リベンジ
取材予

定！

デイドリ
ーム・パ

ラオ

01/ジャーマンチャネルで補食マン
タ撮影中（撮影 :遠藤学）

02/ 次回は、この上下にもマンタ
が舞っている写真を期待したい 01 02

列をなしてマンタたちが向かって来た。

まるで宇宙を飛ぶかのように…

http://web-lue.com
http://daydream.to/palau/
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©WEB-LUE ウエブマガジンの二次配付および画像・文章の複製、二次使用を禁じます WEB-LUE 2011. Autumn [ Palau] http://daydream.to/palau/ 関連情報HPへ

09

パラオマンタリサーチ！
Research Mantas in Palau

序章

またこの海で会おう。

今度は50匹の大群をと

心に誓って…

http://web-lue.com
http://daydream.to/palau/

